
　

　　

ホームページ http://town.minamiaizu.org/gikai/

６ 月 定 例 会
２特 集  議会中継インターネット配信開始

議 案 審 議  補正予算全会一致で可決

一 般 質 問  14 議員が町政を問う

議 会 報 告 会  ３会場で開催

臨 時 議 会  統合学校名を南会津中学校に決定
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第25号

「迫力の放水」

福島県消防操法南会津地方大会

田 島 支 団 第 １ 分 団 第 ２ 部



議会は、住民の皆さんの代表者で構成された、町の意思を決定する機関です。

その役割は、

① 町の仕事が適正・公平に行なわれているかを監視すること

② 決まりごとや予算の使いみちを決定すること

であり、さらに上記２つに加え、

③ そこに至った経緯や決定した内容を皆さんにわかりやすくお伝えすること

も、とても大切な仕事の一つです。

これまで本町議会では、①議会広報紙の発行、②議会報告会の開催、そして、

③各総合支所等への議会ライブ中継を大きな柱として広報活動に努めてきま

した。しかし、いずれの広報手段にも課題があり、どんな手段をとってもそ

れで十分ということはありません。

今回スタートするインターネットによる議会中継と録画映像の配信は、議会

と皆さんの家庭をつなぐ新たな試みであり、「皆さんにより開かれた議会」を

実現するための 4 つめの方法です。インターネットを通し、議会のようすを

どうぞご覧ください。

01_ 住民に開かれた議会を目指して
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2※写真はイメージです。

 議案審議や採決結果に至るまでの過程を、皆さ

 んに知らせることができます。

 皆さんの目に触れることで、議員一人ひとりの

 資質向上につながります。

 自宅や外出先でも議会の模様を視聴することが

 できます。

 ライブ中継と録画映像を配信することで、24 時

 間視聴が可能のため、いつでも議会の審議状況

 や議案の議決結果を確認することができます。

 

議会と住民の皆さんが情報を共有することで、“住民の声”を反

映した政策提案ができます。

×

02_インターネット配信のメリットと期待できる効果 ×

メリット

期待できる効果

議　会

01

02

住　民

01

02

議会ライブ中継

録 画 映 像茶の間が議場に をインターネット配信
スタート
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03_USTREAM（ユーストリーム）を活用して配信

議会ライブ中継・録画映像を USTREAM を活用してインター

ネット配信します。USTREAM はインターネット配信の経費を

抑えられるため、近年、多くの市町村議会や国会事故調査委

員会でも USTREAM を活用して会議の模様を配信しています。

×

2007 年 3 月に米国で設立された無料動画共有サービスで

す。

パソコンやスマートフォンなどを使用して、誰でも、い

つでも、動画配信や視聴することができます。

04_用語 USTREAM（ユーストリーム）とは ×

05_ インターネット配信の流れ ×

議会ライブ中継を

USTREAM へ配信

USTREAM へ接続

ライブ中継・

録画映像を視聴

動画共有

サービス

ウェブサイト

USTREAM

本町議会

定例会・臨時会

視　　聴

希 望 者

※議会ライブ中継・録画映像を視聴する場合は、インターネットに接続できる環境が必要です。

茶の間が議場に



　電　話

0241-62-6310
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×

07_ 参考　インターネットの普及率は？

町内各家庭のインターネット普及率　

×

約３割

（平成23年 7月時点）

06_ 簡単に視聴できます

本町議会のホームページからライブ中継と録画映像を視聴することができます。

本町議会ホームページに接続　ウェブサイトアドレス　http://town.minamiaizu.org/gikai/
ステップ

1

USTREAM のウェブサイトから視聴することもできます。サイト内検索ツールで“南会津町議会”

を入力して検索。　ウェブサイトアドレス　http://www.ustream.tv/

ステップ

2 トップページの“議会中継”

ボタンをクリック
クリック！

ステップ

3 視  聴

　実況中継時に画面に映像が自動的に配信されます。

　定例会や臨時会の模様を実況中継します。ライブ
中  継

視聴方法

　過去の定例会や臨時会を視聴することができます。

　録画放送の“USTREAM 議会中継サイト”をクリックして

ください。USTREAM のウェブサイトから会議を選択して視

聴することができます。

※録画映像は、議会閉会後おおむね２週間後に配信します。

録画
映像

視聴方法

ライブ中継の映像
が配信されます

録画映像を視聴

する際はこちら

をクリック！

（議会報告会アンケート調査）

Ｑ．議会の模様をインターネットで録画配信した場合ご覧に

　　なりますか

08_ 参考　インターネット配信視聴調べ ×

（議会報告会アンケート調査結果）

必ず見る　６%

時間があれば見る

35%

あまり見ない　15%

まったく見ない

36%

無回答　８%

お
問

い

合
わ

せは議会事
務

局
ま

で

×
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一
般
会
計
補
正
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決　
　
　

星
登
志
一
議
員

　

自
治
振
興
費
の
新
た
な

事
業
債
の
内
容
と
そ
の
使

い
み
ち
は
。

総
務
課
長　

　

新
た
な
事
業
債
は
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
の
地

方
債
で
す
。
地
方
交
付
税

地

域

給

付

金

町
独
自
の
取
り
組
み
は

星
登
志
一
議
員

　

県
南
・
会
津
・
南
会
津

地
域
給
付
金
は
、
平
成
23

年
３
月
11
日
時
点
で
本
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
学
生
で
も
、

生
活
の
本
拠
と
し
て
い
な

い
場
合
は
給
付
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

　

町
独
自
の
取
り
組
み
で

給
付
対
象
に
す
る
考
え
は
。

渡
部
優
議
員

　

職
員
手
当
て
の
内
訳
と
い
う
こ
と
で
こ
の
項
目
の
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
先
般
の
公
営
住
宅
の
家
賃
算
定
の
あ
や
ま
り
の

な
か
で
、
戒
告
処
分
対
象
者
に
対
し
て
勤
勉
手
当
を
支
給
し
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
い
つ
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

　

地
域
給
付
金
事
業
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
損
害
賠

償
の
対
象
外
と
な
っ
た
地

域
へ
、
県
が
給
付
金
を
給

付
す
る
事
業
で
す
。

　

本
町
で
は
、
県
の
実
施

要
領
に
基
づ
き
給
付
す
る

た
め
、
町
独
自
の
対
応
は

現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

渡
部
優
議
員

　

町
営
住
宅
家
賃
算
定
誤

り
で
戒
告
処
分
を
受
け
た

町
職
員
が
、
県
人
事
委
員

会
の
裁
決
に
基
づ
き
不
利

益
処
分
の
復
元
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
職
員
へ
勤
勉
手
当
等

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
い

つ
支
給
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

ま
た
、
戒
告
処
分
を
取

り
消
し
、
改
め
て
厳
重
注

意
の
勧
告
を
し
ま
し
た

が
、
処
分
決
定
の
理
由
は
。

町
長　

　

戒
告
処
分
の
取
り
消
し

は
、
県
人
事
委
員
会
の
裁

定
の
結
果
を
重
ん
じ
判
断

し
ま
し
た
。

　

厳
重
注
意
と
し
た
理
由

は
、
不
適
切
な
事
務
処
理

以
外
に
も
県
か
ら
の
情
報

提
供
の
方
法
に
問
題
が
あ

る
可
能
性
が
否
定
で
き
な

い
た
め
で
す
。

事

業

債

の

内

容

と

使

い

み

ち

は

町
営
住
宅
家
賃
算
定
誤
り
の
処
分
決
定
理
由
は

の
措
置
が
80
％
と
過
疎
債

よ
り
10
％
高
く
、
本
町
に

と
っ
て
有
利
な
地
方
債
で

す
。

　

使
い
み
ち
は
、
防
災
拠

点
施
設
や
防
災
時
非
常
用

電
源
な
ど
を
整
備
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

総
務
課
長

　

不
利
益
処
分
の
復
元
に

よ
り
、
町
職
員
へ
勤
勉
手

当
等
を
平
成
24
年
３
月
31

日
に
支
給
し
ま
し
た
。

　平成 24 年第２回定例会を６月 15 日から 22 日までの８日間の会

期で開催しました。町からは条例改正の議案３件、補正予算４件、

その他の議案や報告など７件、議会からは人事案件１件、意見書提

出の議案２件が提出され、審議の結果すべて可決・同意しました。

６月定例会議案審議

　

一
般
会
計
予
算
を
13
億
５
、
６
５
９
万
円
追
加
補
正
す
る
議
案
が
町
か
ら
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
追

加
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
は
、
県
南
・
会
津
・
南
会
津
地
域
給
付
金
事
業
の
給
付
金
や
防
災
拠
点
整
備
と
し
て
公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
す
る
工
事
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　　　　太陽光発電を導入する御蔵入交流館

　　　　町営住宅会下団地

平成 24 年第２回

（平成 24 年
６月 15 日

）

議 会 定 例 会 議 案

南会津町
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町長＝出荷制限の早期解除に向け、できる限りの支援をする

渓魚出荷停止の早期解除を

　
　
　
　

南
会
西
部
漁
協

　
　
　
　

所
管
の
舘
岩
地

域
の
鱒
沢
で
採
捕
さ
れ
た

イ
ワ
ナ
か
ら
、
国
の
定
め

た
放
射
能
基
準
値
を
超
え

た
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。　

　

保
城
川
、
下
流
部
支
流

の
西
根
川
お
よ
び
湯
ノ
岐

川
の
イ
ワ
ナ
が
出
荷
停
止

に
な
っ
た
理
由
は
。

問
　
　
　
　
　

魚
類
は
、
１

　
　
　
　
　

㎏
あ
た
り

町
長

 
 

楠　

正
次 

議
員

町政を問う
一般質問

「
さ
い
た
ま
少
年
自
然
の
家
」
へ
の
橋
梁
架
け
替
え
は

町
長
＝
さ
い
た
ま
市
と
も
協
議
し
、
新
た
な
橋
梁
整
備
を
検
討

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
は

町
長
＝
郡
山
市
の
医
療
機
器
製
造
販
売
会
社
と
協
議
中

　
　
　
　

入
所
待
機
者
の

　
　
　
　

解
消
に
向
け
、

50
床
の
増
床
は
町
民
が
長

年
待
ち
望
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

平
成
25
年
10
月
開
所
予

定
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
進
ち
ょ
く
度
は
。

問

　
　
　
　
　

特
養
開
所
計

　
　
　
　
　

画
は
、
郡
山

市
の
医
療
機
器
製
造
販
売

会
社
が
設
置
す
る
予
定
で

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
の
認
可

は
１
年
半
か
ら
２
年
程
度

の
期
間
が
必
要
で
、
さ
ら

に
補
助
金
の
決
定
が
平
成

町
長

　
　
　
　

町
道
向
山
線
の

　
　
　
　

小
白
沢
橋
は
、

非
常
に
狭
く
、
危
険
な
橋

梁
で
す
。
ま
た
、
昨
年
の

豪
雨
災
害
時
に
侵
食
さ
れ

た
の
か
、
土
台
部
分
が
危

険
な
状
態
で
し
た
。

　

今
回
の
改
修
は
応
急
的

な
改
修
で
す
か
、
そ
れ
と

も
恒
久
的
に
使
用
で
き
る

問

　
　
　
　
　
「
さ
い
た
ま

　
　
　
　
　

少
年
自
然
の

家
」
を
利
用
す
る
大
型
バ

ス
の
通
行
が
多
く
、
本
格

的
な
修
繕
を
実
施
し
ま
し

た
。「
さ
い
た
ま
少
年
自

然
の
家
」
は
本
町
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
施
設
で
あ

町
長

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超
え

る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
た
場
合
、
水
系
を
分
け

る
ダ
ム
・
堰
等
で
出
荷
制

限
・
採
捕
の
自
粛
要
請
が

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

舘
岩
全
域
の
川
が
出
荷
制

限
の
対
象
に
な
り
ま
し

た
。　

　

町
も
出
荷
制
限
の
早
期

解
除
に
向
け
、
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

り
、
今
後
、
さ
い
た
ま
市

と
協
議
し
、
新
た
な
橋
梁

整
備
を
検
討
し
安
全
性
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

舘岩総合支所

伊南地域

田島
地域

西根川

湯ノ岐川

保城川舘岩川
高杖原

前沢

湯ノ花

国道352号

舘岩地域

鱒
ます

沢

採捕地点

25
年
４
月
以
降
な
の
で
、

10
月
の
開
所
は
厳
し
く
、

半
年
程
度
の
開
所
延
期
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の

計
画
で
は
、
特
養
と
し
て

50
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
20
床
、
ま
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
30
名
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

改
修
で
す
か
。
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昭
和
８
年
11
月

 
 
 
 
 
 
 
 

16
日
田
島
実
業

公
民
学
校
の
県
移
管
に
つ

き
寄
付
の
件
を
旧
田
島
町

議
会
で
議
決
し
、
そ
の
中

で
、
「
耕
地
40
町
歩
・
山

林
３
０
０
町
歩
は
地
区
財

産
を
町
有
地
と
し
て
統
一

の
う
え
、
寄
付
す
る
こ
と
、

た
だ
し
、
将
来
廃
校
も
し

く
は
他
移
転
等
の
場
合
は

無
償
に
て
地
元
に
払
い
下

げ
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
田
島
高
校
は
普

通
科
の
み
で
、
広
大
な
面

積
を
適
正
管
理
で
き
る
と

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

県
の
計
画
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
、
町
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
ま

す
か
。

問

 
 

星
登
志
一 

議
員

町政を問う
一般質問

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
書
の
作
成
を

町
長
＝
積
極
的
な
計
画
策
定
を

町長＝県の動向を見極め対処していく

田島高校実習地の活用を

町
長

　
　
　
　
　

現
在
の
田
島

　
　
　
　
　

高
校
実
習
地

の
利
用
状
況
は
、
農
地
約

40
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
環
境

科
学
コ
ー
ス
の
授
業
と
、

県
農
業
公
社
を
通
し
て
個

人
へ
貸
し
付
け
利
用
さ
れ

　
　
　
　

本
町
の
エ
ネ
ル

　
　
　
　

ギ
ー
政
策
は
平

成
15
年
９
月
８
日
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
策
定
委
員
会
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
16
年
・

20
年
・
22
年
３
回
の
報
告

書
が
出
て
い
る
が
計
画
書

が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
福
祉
や
雇
用
政

策
を
考
え
た
と
き
、
絶
好

の
時
期
が
到
来
し
た
と
思

い
ま
す
が
、
町
は
政
策
と

し
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ど
う
と
ら
え
ま
す
か
。

問町
長

　
　
　
　
　

自
然
エ
ネ
ル

　
　
　
　
　

ギ
ー
は
、
地

球
温
暖
化
防
止
や
震
災
か

ら
の
復
興
対
策
の
面
か

ら
、
今
後
一
層
、
そ
の
重

要
性
が
高
ま
る
と
と
も

に
、
本
町
の
重
要
な
政
策

の
一
つ
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。

　

本
町
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
は
、
総
合
振
興

計
画
に
も
重
要
施
策
と
位

置
づ
け
て
お
り
、
計
画
の

策
定
を
積
極
的
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

小水力発電の導入可能性を調査している田島ダム

て
い
ま
す
。

　

山
林
は
、
平
成
15
年
３

月
31
日
に
林
業
科
が
な
く

な
っ
て
以
来
、
利
用
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

田
島
高
校
と
し
て
、
遊

休
と
な
っ
て
い
る
実
習
地

の
今
後
の
利
用
計
画
は
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

町
で
は
、
県
の
動
向
を

見
極
め
対
処
し
て
い
き
ま

す
。
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町長＝若年の就労機会確保と雇用安定のために森林組合へ支援をしていく

林業従事者の雇用確保を

　
　
　
　

町
内
の
３
森
林

　
　
　
　

組
合
が
林
業
従

事
者
の
就
労
の
場
と
し

て
、
そ
の
可
能
性
に
大
き

な
期
待
を
す
る
も
の
で

す
。

　

あ
る
豪
雪
地
帯
の
森
林

組
合
で
は
、
チ
ッ
プ
加
工
・

丸
太
加
工
な
ど
林
産
材
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
取
り

組
み
、
冬
季
間
就
労
の
場

を
確
保
し
、
さ
ら
に
行
政

機
関
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に

よ
り
月
給
制
の
若
手
森
林

現
場
職
員
の
育
成
計
画
に

取
り
組
み
雇
用
体
制
の
着

実
な
歩
み
を
進
め
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

そ
の
実
現
に
は
、
通
年

雇
用
に
よ
る
一
定
の
労
働

条
件
確
保
が
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
具
体
的
な
雇

用
対
策
は
。

問
　
　
　
　
　

本
町
の
豊
富

　
　
　
　
　

な
森
林
資
源

を
活
用
し
た
雇
用
対
策
の

推
進
は
、
地
域
の
就
労
機

会
の
拡
大
に
つ
な
が
る
重

町
長

 
 

室
井
嘉
吉 

議
員

町政を問う
一般質問

町
長
＝
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く

第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
を

要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

若
者
が
魅
力
あ
る
職
業

と
し
て
林
業
に
従
事
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

「
通
年
雇
用
制
度
」
の
確

立
、
就
労
意
欲
向
上
の
た

め
の
賃
金
待
遇
の
改
善
な

　
　
　
　

保
護
者
の
経
済

　
　
　
　

的
負
担
の
軽
減

と
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
環
境
を
拡
大

し
、
少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
第
３
子
保

育
料
無
料
化
を
第
３
子
以

降
の
児
童
に
拡
大
で
き
ま

せ
ん
か
。

問
　
　
　
　
　

町
で
は
、
同

　
　
　
　
　

一
世
帯
か
ら

２
人
以
上
の
児
童
が
入
所

す
る
場
合
、
２
人
目
の
児

童
の
保
育
料
を
基
準
額
の

半
額
と
し
、
３
人
目
以
降

の
児
童
に
か
か
る
保
育
料

は
無
料
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
多
く
は
、
本

町
と
同
様
な
取
り
扱
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
現
行
の
体
制

と
し
ま
す
が
、
今
後
、
子

育
て
に
か
か
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
つ
い
て
、
財

政
面
等
を
含
め
、
総
合
的

町
長

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ど
、
若
年
層
が
林
業
を
生

業
と
し
て
で
き
る
よ
う
、

若
年
者
の
就
労
機
会
の
確

保
と
雇
用
の
安
定
の
た
め

に
森
林
組
合
へ
の
具
体
的

な
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

就労機会の拡大が望まれる林業

現 行
  の
制 度

保育所
第
１
子

第
３
子

第
２
子

就　学

保育所
第
３
子

就　学
第
１
子

第
２
子

第
３
子
保
育
料
無
料

第
３
子
保
育
料
有
料

第１～３子が保育所へ
同時期に入所

事例 1
第１・２子が就学後、第3子
のみ保育所へ入所

事例２
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町
長

　
　
　
　

林
業
の
循
環
サ

 
 
 
 
 
 
 
 

イ
ク
ル
を
確
立

し
、
持
続
可
能
な
産
業
に

す
る
た
め
に
は
、
森
林
組

合
の
統
合
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
統
合
に
向
け
、
協

議
会
を
設
立
し
て
は
。

　
　
　
　
　

森
林
組
合
の

               

合
併
は
避
け

て
通
れ
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、

郡
内
５
つ
の
組
合
で
は
、

合
併
に
向
け
た
勉
強
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
南
会
津
地
方
森

林
組
合
協
議
会
で
検
討
会

を
組
織
し
、
合
併
協
議
会

の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
町
で
も
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

問

 
 

湯
田
秀
春 

議
員

町政を問う
一般質問

町
長
＝
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
情
報
発
信

情
報
発
信
で
風

 

評
被
害
払
拭
を

町長＝合併協議会を支援

森林組合の統合に向け協議会設立を

　
　
　
　

風
評
被
害
払
拭

 
 
 
 
 
 
 
 

に
は
、
本
町
の

現
実
を
一
人
で
も
多
く
の

町
民
が
発
信
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
、
町
職
員
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
の
発

信
を
推
奨
し
て
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

今
年
度
町
ホ

               

ー
ム
ペ
ー
ジ

を
更
新
し
情
報
発
信
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
同
時

に
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
も
作
成
し
、
利
用

開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
そ
の
利
便
性
が
評
価

さ
れ
れ
ば
町
民
の
参
加
も

期
待
で
き
ま
す
。

　

私
や
町
職
員
が
職
務
と

し
て
の
参
加
に
は
課
題
が

あ
り
、
引
き
続
き
検
討
し

ま
す
。

教
育
長
＝
積
極
的
に
誘
致
を
行
な
う

移
動
教
室
の
活
用
を

　
　
　
　

放
射
線
量
の
高

　
　
　
　

い
地
域
に
生
活

す
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
た
め
、
県
教
委
が
実

施
す
る
「
移
動
教
室
体
験

活
動
応
援
事
業
」
を
積
極

的
に
活
用
し
て
は
。

問
　
　
　
　
　

線
量
の
低
い

               

本
町
に
滞
在

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

健
康
に
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
町
か
ら
異
動
さ

れ
た
先
生
方
や
教
育
委
員

会
を
通
し
て
本
町
で
の
移

動
教
室
の
開
催
や
体
験
活

動
の
誘
致
を
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

南会津の自然にふれあう子どもたち

用語
　
　
　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
簿
に
、
個
人
の
顔
写

真
と
実
名
を
登
録
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

教
育
長
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舘
岩
地
域
鱒
沢

　
　
　
　

川
の
イ
ワ
ナ
か

ら
食
品
衛
生
法
の
基
準
値

を
超
え
る
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
対
策

は
。

　
　
　
　
　

釣
り
客
の
宿

　
　
　
　
　

泊
予
約
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
ぐ
状
況
に

あ
り
、
地
域
経
済
へ
の
影

響
は
非
常
に
大
き
い
と
考

え
ま
す
。

　

ま
ず
は
十
分
な
検
査
を

継
続
的
に
実
施
し
、
鱒
沢

川
以
外
の
河
川
の
出
荷
制

限
を
解
除
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
風
評
被
害
対
策

は
状
況
が
常
に
変
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
関
係
者
の
意
見
を
取

り
入
れ
た
誘
客
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

町
長 問

 
 

大
竹
幸
一 

議
員

町政を問う
一般質問

町長＝十分な調査で風評被害払拭を

イワナ放射性物質検出の対策は

　
　
　
　

昨
年
の
９
月
定

　
　
　
　

例
会
で
指
摘
し

た
放
射
線
量
の
高
か
っ
た

荒
海
山
周
辺
の
調
査
は
。

問

　
　
　
　
　

当
該
地
域
周

　
　
　
　
　

辺
の
県
境
部

は
平
地
部
と
比
較
し
、
空

間
線
量
が
高
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
人
里
離
れ

た
山
林
地
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
調
査
に
困
難
を
伴

い
ま
す
。

　

町
内
全
体
的
な
視
点
か

ら
も
当
該
地
域
の
調
査
は

重
要
で
あ
り
、
重
点
的
に

放
射
線
量
と
セ
シ
ウ
ム
測

定
を
進
め
ま
す
。

町
長

町
長
＝
責
任
は
追
及
し

な
い 家

賃
算
定
問
題
、

　

懲
罰
委
員
の
責
任
は

　
　
　
　

町
営
住
宅
の
家

　
　
　
　

賃
算
定
誤
り
で

戒
告
処
分
を
受
け
た
４
人

の
町
職
員
が
、
福
島
県
人

事
委
員
会
に
対
し
不
服
申

し
立
て
を
行
な
い
、
今
年

３
月
に
処
分
が
撤
回
さ
れ

ま
し
た
。
懲
罰
委
員
会
等

の
責
任
は
。

問
　
　
　
　
　

算
定
を
誤
っ

　
　
　
　
　

て
い
た
こ
と

に
よ
り
町
民
の
信
頼
を
失

い
、
町
政
執
行
に
与
え
た

影
響
は
大
き
い
と
考
え
ま

す
。

　

処
分
は
当
時
の
判
断
材

料
を
総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
で
、
懲
罰
委
員
に
対

し
責
任
を
追
及
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長

町
長
＝
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
用
策
を
支
援

ス
キ
ー
場
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
利
用
活
性
を

　
　
　
　

町
内
ス
キ
ー
場

　
　
　
　

の
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
の
誘
客
対
策
は
。

問
　
　
　
　
　

下
表
の
よ
う

　
　
　
　
　

に
、
地
域
の

特
徴
や
特
性
を
生
か
し
た

独
自
の
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
活

用
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。 町

長

スキー場名 取り組み状況

高畑スキー場 わらび園・きのこ園

南郷スキー場 ヒメサユリをゲレンデに
植栽

たかつえ
スキー場 野外活動や体験の場を整備

スキー場オフシーズンの取り組み状況

オフシーズンを活用してマウンテンバイ
クリゾートをオープン（たかつえスキー場）
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町長＝引き続き交渉を継続

町立荒海中学校用地問題解決を

　
　
　
　

昭
和
50
年
の
売

　
　
　
　

買
契
約
後
、
今

年
で
37
年
経
過
す
る
荒
海

中
学
校
用
地
問
題
は
本
町

の
大
き
な
負
の
遺
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
と
今
後

は
。 問町

長

　
　
　
　
　

継
続
的
に
話

　
　
　
　
　

し
合
い
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
売
買

契
約
し
た
用
地
以
外
の
用

地
使
用
に
対
す
る
考
え
方

が
相
違
し
、
進
展
し
て
い

ま
せ
ん
。
当
該
者
と
の
信

頼
関
係
を
崩
さ
な
い
よ

う
、
今
後
も
継
続
し
て
交

渉
し
て
い
き
ま
す
。

 
 

渡
部　

優 

議
員

町政を問う
一般質問

町
長
＝
自
由
に
意
見
交
換
で
き
る
場
を
創
出

町
内
各
種
団
体
の
活
動
を
町
の
活
性
化
に

　
　
　
　

町
内
に
は
、
町

　
　
　
　

の
活
性
化
や
Ｐ

Ｒ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
団
体
を
把
握
し
、
生

か
す
こ
と
で
さ
ら
な
る
効

果
が
生
ま
れ
る
と
考
え
ま

す
。
町
内
任
意
団
体
の
活

動
の
情
報
収
集
と
、
活
用

の
現
状
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　
　
　

団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
主
体
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
十
分
な
把
握
が
で
き

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い

現
状
で
す
。

　

今
後
、
複
雑
多
様
化
し

て
い
る
地
域
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
各
種
団

体
と
行
政
が
協
働
で
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
自
由
に
意
見
を
交
換

す
る
な
ど
、
出
会
い
と
協

町
長
＝
原
子
力
発
電
に
頼
ら
な

い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

「
脱
原
発
」
に
向
け
た

 

具
体
的
な
計
画
と
方
針
は

　
　
　
　

第
２
次
総
合
振

　
　
　
　

興
計
画
に
「
脱

原
発
を
推
進
す
る
」
と
明

示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
計
画
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

脱
原
発
と
自

　
　
　
　
　

然
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
は
一

体
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
原
子
力
発
電
に
頼
ら

な
い
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
行
な
い
、

脱
原
発
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

議
の
場
を
創
出
し
て
い
き

ま
す
。

住民と行政が協働で地域課題を解決
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町長＝田島折橋地区内に予定
特養施設の建設予定地は

 
 

山
内　

政 

議
員

町政を問う
一般質問

　
　
　
　

特
別
養
護
老
人

　
　
　
　

ホ
ー
ム
の
増
床

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
設
置
場
所

は
。 問町

長

　
　
　
　
　

田
島
字
北
下

　
　
　
　
　

原
地
内
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

建
設
用
地
は
、

　
　
　
　

町
有
地
の
活
用

か
。
ま
た
は
、
民
有
地
の

買
収
で
す
か
。

問町
長

　
　
　
　
　

旧
田
島
町
が

　
　
　
　
　

雇
用
促
進
住

宅
建
設
予
定
地
と
し
て
取

得
し
た
町
有
地
を
計
画
変

更
し
、
活
用
し
ま
す
。

　
　
　
　

事
業
者
を
広
く

　
　
　
　

公
募
す
る
考
え

は
。問町

長

　
　
　
　
　

特
別
養
護
老

　
　
　
　
　

人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
が
多
い
た
め
、
施

設
の
早
期
整
備
を
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
郡
山
市
の

医
療
機
器
製
造
販
売
会
社

よ
り
施
設
整
備
の
概
要
計

画
書
の
提
出
が
あ
り
、
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
現

在
、
事
業
者
は
、
事
業
収

支
予
算
計
画
・
建
築
資
金

計
画
お
よ
び
職
員
採
用
計

画
等
の
作
成
を
行
な
っ
て

町
長
＝
「
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
」
で
検
討

移
転
後
の
伊
南
小
学
校
の
跡
地
利
用
は

　
　
　
　

伊
南
小
学
校
は

　
　
　
　

平
成
25
年
４
月

１
日
に
、
現
在
の
伊
南
中

学
校
に
移
転
し
ま
す
が
、

そ
の
後
の
伊
南
小
学
校
跡

地
利
用
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

地
域
住
民
の

　
　
　
　
　

意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
地
域
住
民

や
有
識
者
を
交
え
た
「
小

学
校
跡
地
利
用
検
討
委
員

会
」（
仮
称
）
を
年
内
に

つ
く
り
、
そ
の
中
で
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　

老
朽
化
の
激
し

　
　
　
　

い
伊
南
保
育
所

の
新
築
予
定
地
と
し
て
活

用
し
て
は
。

問町
長

　
　
　
　
　
「
跡
地
利
用

　
　
　
　
　

検
討
委
員

会
」
に
提
案
し
、
伊
南
保

育
所
も
含
め
た
具
体
的
な

利
活
用
方
策
に
つ
い
て
意

見
を
い
た
だ
き
、
町
で
も

十
分
検
討
し
ま
す
。

お
り
、計
画
書
を
審
査
し
、

整
備
予
定
事
業
者
と
協
定

を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
計
画
書
の
内
容

等
に
よ
り
設
置
困
難
と
判

断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
公

募
に
よ
る
方
法
も
検
討
し

ま
す
。

御蔵入

交流館

至下郷町

特養施設建設予定地位置図

会津鉄道会津線

国道 289 号バイパス

国道 121 号

県道高陦田島線

建　設
予定地

至日光市
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職
場
を
越
え
た

　
　
　
　

若
い
世
代
の
交

流
・
成
長
の
場
と
な
る
「
ヤ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
開
講
に

大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま

す
が
、
参
加
人
数
と
活
動

内
容
は
。

問
　
　
　
　
　

６
月
15
日
現

　
　
　
　
　

在
、
男
性
36

名
・
女
性
26
名
の
62
名
で

 
 

湯
田　

哲 

議
員

町政を問う
一般質問

教育長＝ 62 名の参加で開講式を実施
ヤングスクールに大きな期待

教
育
長

す
。
６
月
５
日
に
は
開
講

式
と
第
１
回
学
習
会
（
料

理
教
室
）
を
行
な
い
、
17

日
に
は
駒
止
湿
原
と
高
清

水
自
然
公
園
の
自
然
散
策

を
し
ま
し
た
。
来
年
３
月

ま
で
月
１
回
か
ら
２
回
の

ペ
ー
ス
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
そ

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

町
長
＝
蓄
電
設
備
を
備
え
30
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度

御
蔵
入
交
流
館
、
伊
南
保
健
セ
ン
タ
ー
の
発
電
規
模
は

　
　
　
　

御
蔵
入
交
流
館
、

　
　
　
　

伊
南
保
健
セ
ン

タ
ー
に
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
発
電
の
規
模
と
売
電

の
予
定
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
30

　
　
　
　
　

キ
ロ
ワ
ッ
ト

程
度
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
と
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程

度
の
蓄
電
設
備
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
売
電

は
具
体
的
な
実
施
設
計
の

中
で
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　

建
設
ス
ケ
ジ
ュ

　
　
　
　

ー
ル
お
よ
び
開

始
時
期
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

関
係
予
算
の

　
　
　
　
　

議
決
後
、
速

や
か
に
設
計
業
務
、
本
体

工
事
を
実
施
し
、
年
度
内

の
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　

冬
季
の
雪
対
策

　
　
　
　

は
。

問町
長

　
　
　
　
　

積
雪
寒
冷
地

　
　
　
　
　

に
対
応
し
た

機
器
を
導
入
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
は
災
害

時
の
対
応
を
目
的
に
し
て

お
り
蓄
電
池
の
導
入
が
必

須
条
件
で
、
発
電
が
で
き

な
い
状
態
で
も
、
夜
間
電

力
を
利
用
し
た
蓄
電
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
、
災
害

時
の
対
応
が
可
能
と
な
る

設
備
と
し
ま
す
。

町
長
＝
組
織
体
制
の
創

設
等
に
発
展
を
期
待

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

 

協
議
会
」
の
設
立
を

　
　
　
　

町
民
の
自
然
エ

 
 
 
 
 
 
 

ネ
ル
ギ
ー
へ
の

関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、

「
南
会
津
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
協
議
会
」
（
仮

称
）
の
設
立
の
考
え
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー

               

施
策
に
関
わ

る
方
々
や
、
住
民
サ
イ

ド
、
有
識
者
等
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
い
た
だ
き
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

に
よ
っ
て
は
継
続
的
な
開

催
や
、
中
長
期
的
な
組
織

体
制
の
創
設
等
に
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問　

　

・
び
わ
の
か
げ
保
育
所
の
太
陽
光
発
電
で
余
っ
た

　
　

電
気
の
活
用
を

にぎやかな雰囲気が最高「ヤングスクール」
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町長＝「調査区間」から「整備区間」に格上げ要望することが決定
会津縦貫南道路５工区の進ちょく状況は

　
　
　
　

期
成
同
盟
会
等

　
　
　
　

で
各
種
要
望
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
本

町
が
関
わ
る
５
工
区
は
ラ

ン
ク
格
上
げ
に
な
り
ま
し

た
か
。

　
　
　
　
　

５
月
の
期
成

　
　
　
　
　

同
盟
会
総
会

で
、
下
郷
町
か
ら
本
町
ま

で
の
約
９
キ
ロ
区
間
が
、

調
査
区
間
か
ら
整
備
区
間

へ
格
上
げ
の
要
望
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
に
は
、
５
工

区
が
調
査
区
間
か
ら
整
備

区
間
に
な
る
よ
う
、
早
期

格
上
げ
を
関
係
機
関
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
住
民
の

機
運
を
高
め
つ
つ
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
要
望
活

動
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

町
長 問

 
 

湯
田
良
一 

議
員

町政を問う
一般質問

町
長
＝
効
果
あ
る
対
策
に
支
援
継
続
す
る

茎
枯
れ
病
の
支
援
事
業
継
続
を

　
　
　
　

茎
枯
れ
病
の
影

　
　
　
　

響
で
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
収
穫
量
が
減
少

し
、
収
入
減
と
な
る
農
家

の
方
が
、
安
心
し
て
ア
ス

パ
ラ
栽
培
が
で
き
る
よ
う

に
継
続
し
た
支
援
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
。

問

　
　
　
　
　

茎
枯
れ
病
の

　
　
　
　
　

影
響
で
収
穫

量
が
年
々
減
少
し
、
産
地

の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
で
す
。

　

本
年
度
は
、
指
定
薬
剤

を
使
用
し
、
防
除
に
協
力

す
る
栽
培
者
に
対
し
て
、

町
長

栽
培
面
積
に
応
じ
て
基
準

薬
剤
額
の
３
分
の
２
を
助

成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
デ
ル
ほ
場
で

効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、

最
も
効
果
的
な
対
策
に
対

し
て
継
続
的
支
援
を
し
ま

す
。

町
長
＝
調
査
強
化
で
正
確
な

放
射
線
数
値
を
公
表
す
る

原
発
事
故
風
評

 

被
害
の
払
拭
は

　
　
　
　

風
評
被
害
は
昨

　
　
　
　

年
よ
り
ひ
ど
い

傾
向
と
Ｊ
Ａ
の
方
に
聞
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年

度
以
上
の
対
策
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
町
の
考
え
は
。

問
　
　
　
　
　

春
先
の
ア
ス

　
　
　
　
　

パ
ラ
ガ
ス
の

市
場
価
格
低
迷
は
、
福
島

県
に
特
化
し
た
こ
と
で
、

風
評
被
害
が
要
因
と
考
え

ま
す
。

　

市
場
の
中
に
は
、
福
島

県
の
正
確
な
情
報
を
知
ら

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
強
化

し
、
そ
の
測
定
結
果
を
正

確
に
、
早
く
、
広
く
、
公

表
し
本
町
の
安
全
性
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

町
長

防犯灯適正管理のためLED変更補助を

アスパラガス最大の病害といわれる「茎枯れ病」



第25号　平成24年7月25日発行15

 
 

渡
部
忠
雄 

議
員

町政を問う
一般質問

　
　
　
　

町
内
に
あ
る
防

　
　
　
　

犯
灯
の
う
ち
、

町
管
理
の
防
犯
灯
は
あ
り

ま
す
か
。
ま
た
、
地
域
ご

と
の
設
置
防
犯
灯
数
は
。

問
　
　
　
　
　

町
が
管
理
す

　
　
　
　
　

る
防
犯
灯
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

町
長

町長＝ LED 式防犯灯の新設・更新も補助対象
防犯灯適正管理のためLED変更補助を

　
　
　
　

現
在
、
電
気
料

　
　
　
　

金
が
上
昇
す
る

傾
向
に
あ
り
、
今
後
、
町

と
管
理
地
区
の
出
費
増
加

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
変
更
に
対
す
る
補

助
等
の
考
え
は
。

問
　
　
　
　
　

町
は
平
成
18

　
　
　
　
　

年
度
か
ら
防

犯
灯
設
置
補
助
金
交
付
要

綱
で
集
落
内
の
防
犯
灯
新

設
・
更
新
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
10
月
か
ら

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
防
犯
灯
の

新
設
・
更
新
共
に
補
助
金

の
交
付
対
象
と
し
ま
し

た
。 町

長

町
長
＝
適
正
管
理
・
活
用
を
含
め
総
合
的
に
検
討
す
る

使
用
可
能
な
空
き
家
情
報
の
提
供
で
空
き
家
対
策
を

　
　
　
　

本
町
内
に
空
き

　
　
　
　

家
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
今
に
も
壊
れ

そ
う
な
家
屋
や
十
分
使
用

可
能
の
空
き
家
も
あ
り
ま

す
。
空
き
家
の
権
利
者
と

連
絡
が
取
れ
ず
困
っ
て
い

る
方
も
い
ま
す
が
、
こ
の

件
数
と
町
の
対
策
は
。

問
　
　
　
　
　

空
き
家
の
増

　
　
　
　
　

加
は
全
国
的

な
こ
と
で
す
が
、
防
犯
・

防
災
・
景
観
・
衛
生
等
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
前
の
４
町
村
で
空

き
家
調
査
を
し
ま
し
た

が
、
効
果
的
な
対
策
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
壊
れ
そ
う
な
家

屋
の
正
確
な
数
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。

町
長

　
　
　
　

都
市
部
に
は
本

　
　
　
　

町
に
住
み
た
い

と
い
う
人
も
、
相
当
数
い

問

　
　
　
　
　

本
年
度
か
ら

　
　
　
　
　

総
合
政
策
課

の
担
当
事
務
に
空
き
家
対

策
の
事
項
を
加
え
、
具
体

的
に
適
正
管
理
や
利
活
用

に
向
け
、
問
題
解
決
の
課

題
を
整
理
し
て
、
総
合
的

に
空
き
家
対
策
を
検
討
し

ま
す
。

町
長

地域名 個所数

田 島 地 域   ２個所   11 灯
舘 岩 地 域   ４個所　 ６灯
伊 南 地 域   ２個所  10 灯
南 郷 地 域 13 個所   78 灯

計 21 個所 105 灯

町が管理する防犯灯数

る
と
聞
き
ま
す
。
十
分
利

用
可
能
な
空
き
家
は
、
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
住

み
た
い
人
の
要
求
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
が
、
対
策
は
。

地域の安全を支える防犯灯
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町長＝研修会等参加経費と資格取得経費を一部支援

人材育成は

　
　
　
　

都
会
に
比
べ
学

　
　
　
　

び
の
場
が
少
な

い
本
町
は
、
住
民
が
志
を

高
め
る
た
め
の
学
び
の

場
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の

ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
の

学
び
の
場
が
必
要
で
す
。

創
出
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

各
種
団
体
や

　
　
　
　
　

地
元
企
業
、

個
人
な
ど
が
、
行
政
と
協

働
で
地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
事
業
立
ち
上
げ

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
外
部
講
師
や
専

門
家
を
招
き
、
講
演
会
な

ど
の
開
催
を
計
画
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
事
業
者

の
人
材
育
成
の
た
め
、
研

修
会
な
ど
の
経
費
の
一
部

を
支
援
す
る
制
度
を
４
月

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
長 問

 
 

大
桃
英
樹 

議
員

町政を問う
一般質問

　
　
　
　

町
職
員
育
成
の

　
　
　
　

自
治
研
修
セ
ン

タ
ー
以
外
の
機
会
は
。

問
　
　
　
　
　

県
へ
実
務
研

　
　
　
　
　

修
生
と
し
て

町
長

　
　
　
　

町
職
員
研
修
の

　
　
　
　

年
間
予
算
額
と
、

職
員
１
人
当
た
り
の
予
算

は
。問

　
　
　
　
　

予
算
額
で
３

　
　
　
　
　

３
３
万
円
、

１
人
当
た
り
１
２
、
４
０

０
円
で
す
。

町
長

　
　
　
　

み
な
み
や
ま
観

　
　
　
　

光
の
人
材
育
成

の
把
握
は
。

問
　
　
　
　
　

マ
ナ
ー
や
サ

　
　
　
　
　

ー
ビ
ス
向
上

を
目
的
と
し
た
社
内
研
修

や
各
施
設
ご
と
の
社
内

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
、

若
手
を
育
成
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
経
営
評

価
、
人
材
育
成
の
取
り
組

町
長

町
長
＝
メ
ッ
シ
ュ
区
分
し
調
査
・
公
表

放
射
線
対
策
は

　
　
　
　

雪
解
け
後
、
行

　
　
　
　

政
区
ご
と
の
農

地
土
壌
検
査
、
学
校
、
行

政
区
の
空
間
線
量
の
公
表

は
。問

　
　
　
　
　

農
地
土
壌
等

　
　
　
　
　

の
測
定
は
町

内
を
メ
ッ
シ
ュ
区
分
し
調

査
し
て
お
り
、
集
計
が
済

み
次
第
公
表
し
ま
す
。

町
長

　
　
　
　

放
射
能
簡
易
測

　
　
　
　

定
で
得
た
集
積

デ
ー
タ
の
活
用
は
。

問
　
　
　
　
　

分
類
別
に
一

　
　
　
　
　

定
の
集
計
が

済
み
次
第
、
迅
速
に
公
表

し
ま
す
。
集
計
結
果
は
数

字
の
羅
列
で
な
く
マ
ッ
プ

図
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

町
長

滞納対策は

継続的に行なわれている空間線量モニタリング

派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、
市

町
村
職
員
中
央
研
修
所
や

自
治
大
学
校
の
研
修
で
町

職
員
の
育
成
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
津
価
値
創

造
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

み
状
況
と
成
果
も
検
証
し

て
い
き
ま
す
。
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町
税
・
水
道
料

　
　
　
　

等
、
滞
納
が
多

額
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
ま
じ
め
に
納
税
・
そ
の

他
の
責
務
を
果
た
し
て
い

る
住
民
と
の
不
公
平
は
増

す
ば
か
り
で
す
。
そ
の
解

決
策
と
今
後
の
滞
納
予
防

策
は
。

問
　
　
　
　
　

滞
納
原
因
の

　
　
　
　
　

把
握
に
努

め
、
納
税
意
識
の
確
認
や

納
税
指
導
を
徹
底
し
、
新

規
滞
納
者
を
増
や
さ
な
い

よ
う
、
初
期
対
策
を
強
化

し
ま
す
。

　

継
続
的
な
滞
納
者
へ
の

納
税
指
導
と
法
的
な
処
分

を
進
め
る
と
と
も
に
、
複

数
の
町
税
・
使
用
料
等
の

滞
納
者
へ
は
「
町
滞
納
整

理
対
策
連
絡
会
議
」
を
通

じ
、
各
徴
収
担
当
課
が
連

携
し
て
滞
納
者
ご
と
の
徴

収
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

町
長

 
 

室
井　

実 

議
員

町政を問う
一般質問

町長＝滞納者ごとの滞納徴収対策を検討
滞納対策は

町
長
＝
歩
行
者
専
用
橋
を
計
画
中

駅
前
南
口
・
北
口
周
辺
の
整
備
計
画
は

　
　
　
　

町
の
顔
で
あ
る

　
　
　
　

会
津
田
島
駅
前

広
場
を
生
か
す
た
め
、
駅

横
の
Ｓ
Ｌ
を
用
い
て
誘
客

に
結
び
つ
け
て
は
。

問
　
　
　
　
　
「
会
津
田
島

　
　
　
　

 

駅
前
広
場
整

備
検
討
会
議
」
で
、
課
題

や
整
備
計
画
等
の
意
見
交

換
を
行
な
い
ま
し
た
。
観

光
案
内
機
能
お
よ
び
、
地

場
産
品
を
展
示
販
売
す
る

地
域
振
興
機
能
等
を
持
っ

て
い
る
た
め
、
地
域
の
拠

点
施
設
と
し
て
利
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｌ
は
、
移
設
か
ら
20

数
年
経
過
し
、
車
体
の
傷

み
が
激
し
い
た
め
、
緊
急

性
の
あ
る
必
要
最
低
限
の

修
復
を
優
先
さ
せ
、
記
念

撮
影
の
場
な
ど
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
利
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

町
長

　
　
　
　

町
の
中
心
地
で

　
　
　
　

あ
る
駅
北
側
口

は
、
住
宅
の
移
設
等
が
行

な
わ
れ
た
あ
と
、
整
備
が

中
断
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
計
画
は
。

問
　
　
　
　
　

関
係
権
利
者

　
　
　
　
　

と
の
協
議
を

進
め
ま
す
。

　

駅
乗
降
客
や
地
区
間
住

民
移
動
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
東
側
か
ら
北
側
へ

の
歩
行
者
占
用
橋
を
計
画

中
で
す
。

　

建
設
時
期
は
、
利
活
用

状
況
や
事
業
地
内
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
踏
ま
え
て

検
討
し
ま
す
。

町
長

昭和 49 年まで会津地方を駆け抜けた蒸気機関車（ＳＬ）



第25号　平成24年7月25日発行
18

 
 

阿
久
津
梅
夫 

議
員

町政を問う
一般質問

町長＝適切な保存と効果的な整備

前沢地区の全体計画は

　
　
　
　
　

展
望
台
整
備

　
　
　
　
　

予
定
地
は
福

島
県
林
業
公
社
の
造
林
地

な
の
で
、
林
業
公
社
と
協

議
し
整
備
し
ま
す
。

　

環
境
整
備
計
画
は
、
前

沢
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

計
画
に
よ
り
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
た
め
の
整
備

は
、
前
沢
地
区
住
民
、
関

係
機
関
と
協
議
し
、
適
切

な
保
存
と
効
果
的
な
整
備

を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。 町

長

町
長
＝
平
成
25
年
度
か
ら
順
次
改
修

橋
の
改
修
計
画
は

　
　
　
　

前
沢
集
落
は
町

　
　
　
　

の
重
要
な
観
光

資
源
と
考
え
ま
す
が
、
展

望
台
の
整
備
計
画
は
。
ま

た
、
今
後
の
環
境
整
備
計

画
は
。

問

　
　
　
　

日
本
ミ
ツ
バ
チ

　
　
　
　

を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
考
え
は
。

問
　
　
　
　
　

町
内
で
も
日

　
　
　
　
　

本
ミ
ツ
バ
チ

の
巣
箱
設
置
が
多
く
な

り
、
直
売
所
で
の
は
ち
み

つ
販
売
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
は
ミ
ツ

バ
チ
で
の
ま
ち
お
こ
し
の

町
長

　
　
　
　

町
道
の
橋
の
耐

　
　
　
　

久
年
数
が
心
配

で
す
。
改
修
計
画
は
。

問
　
　
　
　
　

町
内
の
橋
の

　
　
　
　
　

総
数
は
４
２

８
橋
、
平
成
20
年
度
か
ら

平
成
21
年
度
に
か
け
て
調

町
長

査
し
、
平
成
23
年
度
に
町

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
25
年
度
か
ら
緊
急
性
の

高
い
橋
か
ら
順
次
改
修
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

町
長
＝
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
実
態
を
把
握

「
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
里
」
に
す
る
考
え
は

議
論
は
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
す
が
、
地
域
活
性
化

を
促
す
貴
重
な
提
言
で
あ

る
た
め
、
今
後
ミ
ツ
バ
チ

の
飼
育
農
家
数
、
流
通
経

路
の
実
態
を
把
握
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

課
題
等
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
　

　
・
観
光
宣
伝
に
つ
い
て

びわのかげ運動公園に隣接する火災被害の建物対応は

環境整備が急がれる前沢伝統的建造物群保存地区
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長
谷
川
耕
一 

議
員

町政を問う
一般質問

　
　
　
　

「
び
わ
の
か
げ

　
　
　
　

運
動
公
園
」
に

隣
接
す
る
建
物
火
災
が
発

生
し
、
６
年
に
な
り
ま
す

が
、
同
運
動
公
園
は
町
内

の
み
な
ら
ず
、
町
外
か
ら

も
大
勢
の
方
が
集
ま
り
ま

す
。
火
災
跡
が
そ
の
ま
ま

で
、
子
ど
も
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
所
有
者
と
の
交
渉
の

推
移
、
お
よ
び
町
の
考
え

は
。 問

　
　
　
　
　

平
成
20
年
に

　
　
　
　
　

所
有
者
の
知

人
を
介
し
て
、
飲
食
店
と

し
て
再
利
用
す
る
と
の
回

答
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
の

交
渉
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

防
犯
は
も
と
よ
り
、
景

観
上
も
好
ま
し
く
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長

　
　
　
　

住
民
は
取
り
壊

　
　
　
　

し
て
元
の
形
状

に
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
見
通

し
は
。

問

　
　
　
　
　

建
物
の
所
有

　
　
　
　
　

は
個
人
で
あ

り
、
町
で
は
解
体
で
き
ま

せ
ん
。

　

今
後
は
、
所
有
者
の
理

解
を
求
め
、
対
応
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

町
長

　
　
　
　

町
内
通
学
路
の

　
　
　
　

危
険
個
所
の
安

全
点
検
は
行
な
っ
て
い
ま

す
か
。
そ
の
点
検
結
果
は
。

問
　
　
　
　
　

５
月
16
日
に

　
　
　
　
　

田
島
小
・
田

島
中
学
校
の
通
学
路
の
安

全
点
検
を
警
察
署
ほ
か
関

係
機
関
で
危
険
個
所
の
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。
檜

沢
、
荒
海
等
そ
の
他
の
学

校
区
も
同
じ
く
緊
急
に
改

善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
な
い

状
況
で
す
。

　
　
　
　

危
険
個
所
が
発

　
　
　
　

見
さ
れ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
ま
す
か
。

問 教
育
長

　
　
　
　
　

警
察
署
の
取

　
　
　
　
　

り
ま
と
め
の

結
果
や
各
関
係
機
関
か
ら

の
意
見
・
要
望
書
の
提
出

が
あ
り
次
第
、
内
容
を
十

教
育
長

　
　
　
　
　

県
の
事
業
調

　
　
　
　
　

整
会
議
等
で

立
木
伐
採
や
、
土
砂
・
流

木
の
撤
去
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
水
無
川
の

立
木
伐
採
も
南
会
津
建
設

事
務
所
で
対
応
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

町
長

　
　
　
　

水
無
川
な
ど
町

　
　
　
　

内
の
河
川
立
木

が
河
川
の
水
流
を
阻
害
し

て
い
ま
す
が
、
県
へ
の
要

望
な
ど
町
の
対
応
は
。

問

町長＝個人所有物のため解体は困難

びわのかげ運動公園に隣接する火災被害の建物対応は

教
育
長
＝
警
察
署
・
関
係
機
関
と
共
に
実
施

通
学
路
の
安
全
確
認
は

分
検
討
し
、
対
策
案
を
講

じ
計
画
的
に
危
険
個
所
の

交通ルールを守って通学する子どもたち

町
長
＝
南
会
津
建
設

事
務
所
で
対
応

河
川
内
の
立
木

 

管
理
は

是
正
に
努
め
て
い
き
ま

す
。



日 　 　 時
　５月 28 日 ( 月 )
　午後７時 00 分から午後８時 30 分

会 　 　 場 　針生青少年旅行村中央管理棟

参  加  者 　区長ほか 13 名

出 席 議 員
　山内　政・湯田良一・芳賀沼順一・湯田　哲・
　楠　正次・大竹幸一

質 疑 事 項 　①町の財政力指数が落ちているがその理由は。

要望・意見
　①町で入山禁止条例を制定できないか。
　②鴫沼への道路を整備してほしい。

針生地区針生地区

日 　 　 時
　４月 15 日 ( 日 )
　午前 11 時 00 分から午後１時 00 分

会 　 　 場 　川島交流センター

参  加  者 　区長ほか 81 名

出 席 議 員
　五十嵐　司・大桃英樹・阿久津梅夫・長谷川耕一
　・星登志一・菅家幸弘

質 疑 事 項 　①介護保険料の改正理由は。

要望・意見

　①雇用の場を創出するため、野菜加工所をつくっ
　　てほしい。
　②小水力発電を早期に取り組んでほしい。

川島地区川島地区

日 　 　 時
　４月 14 日 ( 土 )
　午後 7 時 00 分から午後 9 時 00 分

会 　 　 場 　関本公会堂

参  加  者 　区長ほか 12 名

出 席 議 員
　高野精一・渡部　優・室井　実・室井嘉吉・
　渡部忠雄・湯田秀春

質 疑 事 項
　①町内に建設予定の特別養護老人ホームは公設か。
　②森のエネルギー創出事業とは。

要望・意見
　①１人暮らし世帯を地域全体で見守るため、区長
　　へ個人情報を提供してほしい。

関本地区関本地区
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議 会 報 告 会
ー住民と共に歩む議会であるためにー

３月議会の結果を３会場で報告

※質疑事項および要望・意見は一部のみ掲載しています。

南会津中学校が誕生します

Q.議会報告会の感想を聞かせて

　ください。

A. 議会の動きを聞くことができ

　大変良かったです。

　最低年１回は議会

　報告会を要望したい

　と思います。

　多くの方に議会に

　関心を持ってほし

　いと思います。

関本区長

渡部福雄 さん

　Q. 議会報告会を聞いてみてどう

　　でしたか。

　A. 行政の新規事業などを聞くこ

　　とができて良かった

　　です。

　　農業への若者の参入

　　が課題です。

　　議会の取り組みに

　　期待します。

川島区長

星　泰蔵 さん

Q. 議会報告会の感想を聞かせて

　ください。

A. この報告会で各地域

　の議員の顔を知るこ

　とができて良かった

　です。

　地区の要望も重要度

　の高いものを伝える

　ことができました。

　一日も早い実現を

　期待します。

針生区長

星　喜弥 さん
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第２回
臨時会
平成24年5月18日

南会津中学校が誕生します

議
案
質
疑

渡
部
優
議
員

　

学
校
名
を
南
会
津
中
学

校
と
決
定
し
た
経
過
は
。

学
校
教
育
課
長

　

統
合
委
員
会
で
統
合
学

校
名
を
一
般
募
集
し
ま
し

た
。
応
募
総
数
は
２
１
４

件
あ
り
、審
議
し
た
結
果
、

南
会
津
中
学
校
が
統
合
学

校
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判

断
し
、
教
育
委
員
会
に
進

達
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
統

合
委
員
会
の
学
校
候
補
名

を
最
大
限
に
尊
重
す
る
こ

と
が
地
域
住
民
に
理
解
さ

れ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま

し
た
。

学
校
名
決
定
ま
で
の

 

経
過
は

大
竹
幸
一
議
員

　

学
校
大
規
模
改
造
工
事

の
請
負
契
約
で
指
名
競
争

入
札
を
し
て
い
ま
す
が
、

入
札
結
果
を
見
る
と
辞
退

す
る
業
者
が
多
く
目
立
ち

ま
す
。

　

辞
退
の
理
由
を
把
握
し

て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長

　

業
者
で
工
事
を
受
注
す

る
場
合
、
工
事
現
場
に
管

理
技
術
者
の
配
置
が
必
要

で
す
が
、
災
害
復
旧
工
事

等
で
受
注
件
数
が
多
く
管

理
技
術
者
の
配
置
が
困
難

な
た
め
辞
退
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

入
札
を
辞
退
し
た

 

理
由
は

　

７
月
５
日
、
檜
枝
岐
村

の
東
雲
館
で
、
南
会
津
地

方
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
議
員
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

南
会
津
郡
内
の
４
町
村
の

議
員
が
一
堂
に
会
し
て
、

南
会
津
地
方
の
諸
問
題
を

          　  要 望 事 項

① 国道３５２号 (穴原～耻風間 )の改良促進

　 について

② 原子力災害による風評被害賠償について

③ 地方財源の充実と確保について

④ へき地医療の充実と県立南会津病院の整備
   拡充について

共
同
で
解
決
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
、
今
年
は
63
回
目
と
な

り
ま
す
。　

　

本
町
議
会
か
ら
は
、
湯

田
哲
議
員
と
湯
田
良
一
議

員
が
２
件
ず
つ
提
案
理
由

を
説
明
し
、
要
望
事
項
は

南
会
津
地
方
町
村
議
会
議
員
大
会
で
提
案

―
本
町
か
ら
の
要
望
事
項
４
件
を
議
決
―

全
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
さ
れ
た
要
望
事
項

は
、
今
後
、
国
・
県
へ
の

要
望
活
動
が
行
な
わ
れ
、

実
現
に
向
け
た
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。　

そ
の
他
の
議
案
質
疑

平成 25 年 4 月 1 日

　町から平成 25 年 4 月 1 日に伊南中学校・南郷中学校を統合し、新しい学校名を「南会

津中学校」とする議案が提出され、慎重審議の結果、全会一致で可決しました。

参考
　
　
　
　
　
　

南
会
津
中
学
校

所　

在　

鴇
巣
字
平
林
５
７
３（
現
在
の
南
郷
中
学
校
）

生
徒
数　

92
人
（
平
成
25
年
度
見
込
）　

　

湯田 哲 議員 湯田良一 議員
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委 員 長 湯田　哲
副委員長 大桃英樹
委　　員 湯田良一
委　　員 室井嘉吉
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議会傍聴の手続きは簡単です。
   本庁 3 階傍聴席入り口で住所　
　と名前を書くだけです。
   傍聴席で議案も閲覧できます。

平成24年９月定例会

９月 21 日 ( 金 ) から予定

議 会 傍 聴 に お こ し く だ さ い
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福島県消防操法南会津地方大会

熱い夏の日差しが照りつける７月８日（日）、平成 24 年度
福島県消防操法南会津地方大会がだいくらスキー場で行

なわれました。本町からは、ポンプ車操法の部に田島支団第
１分団第２部（新町・西町・上町・後原・上中町・大町）、小
型ポンプの部に田島支団第１分団第７部（水無）が代表で出
場し、惜しくも優勝を逃したものの、町代表として堂々の演
技を披露しました。

この大会に向け、努力を重ねてきた選手をはじめ消防団関
係者の皆さん、本当にお疲れさまでした。そして、日々、

町の安全のために尽力されていることに心から感謝します。

ポンプ車操法の部

指揮者 山口浩史 さん

１番員 猪股一史 さん

２番員 渡部元紀 さん

３番員 宮崎拓郎 さん

４番員 湊田照孝 さん

補充員 星　正昭 さん

小型ポンプの部

指揮者 室井泰行 さん

１番員 室井　崇 さん

２番員 星　湧太 さん

３番員 室井寛司 さん

補充員 川井建史 さん

地域を守る男たちの勇姿

出場選手


